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流によって翼に働く非定常力に関する Naumann- Yehの理論を 線形システム理論の応答関数にあた
る非定常力関数を用いて改良し，上流翼後流によって生ずる非定常力を算出する簡便な計算法を導い
ている。
本研究によると，下流翼列の翼開通路内の流れの様子に対する上流翼列後流の効果は，後流軸と下
流翼の翼弦とのなす角度の大小によって 二つの場合に明確に分けられる。即ちこの角度の大きい場
合は，後流内の速度欠損の下流翼翼弦に垂直方向の成分が翼開通路内流れの様子に対して支配権
を握り，下流翼に働く非定常力は上記理論計算による結果とよく一致する。これに対して角度の小さ
い場合は，翼弦方向の成分が支配権を握り，更に上流翼後流と下流翼からの後流とが互に干渉するこ
とを確めている。また，この場合理論計算は非定常力を過少に見積もるのもこの干渉の結果であるこ
とが指摘されている。
以上のような成果は軸流ターボ機械の開発・設計に新らしい知見を加えるものであり，本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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